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進相コンデンサの
合成インピーダンス

⾼調波拡⼤現象を防ぐには進相コンデンサの合成インピーダンス
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JIS C 4902-1998：進相コンデンサに6%直列リアクトル設置を標準とする
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電⼒系統 進相コンデンサ
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⾼次になるほど
直列リアクトル
容量は⼩さくよい

※第3調波が問題となる場合に限り13%とする。
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6%直列リアクトル

CASE2：直列リアクトルが無い場合
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合成インピーダンス

第5調波の
流出電流計算例
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